














































学（以下 と略す）間で、 （ が管理する システムで、
を使用）を使用した双方向授業を試行した。そして、その結果と問題点を、

































































である （ ） に許可申請
書を提出し、学生、教師双方の人権の保護、およびワイタンギ条約の遵守等について
の審査を受け、リサーチの承認を得なければならない規程である。この規程により、










神戸女子大学… 名（４回生４人を含む）、 … 名
授業方法
ブログ使用の授業 文字を使用する双方向授業
























テーマ１ 地球を守る テーマ４ 日本の会社に入るまで
テーマ２ 心と体のバランス テーマ５ 日本の子供たち
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